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水上泰財 著

価格：2,300円＋税
A5判  上製・256頁
口絵カラー16頁あり
978-4-86463-117-4
2021年 2月 10日奥付

これは優れた私小説であると同時に、ユニークな画論でもある。

ブリューゲルの作品世界に惹かれ、風俗画家を自負しながら絵を描き続ける筆者の前に立ち現れ
た、悲喜こもごも、懐かしい家族や友人との「描きたくなる」エピソードの数々。持ち前の誠実
さで時代を生き抜いた父。美人でヴァイタリティあふれる母。晩年、山へ帰ると言っては家出を
繰り返した祖父。少年時代の苦い体験や、今も心に残る社会的出来事への思いなども交えながら、
飾ることなく書き綴る。画想の原点をたどる随想。著者による描き下ろし含めた挿画 54点掲載。

水上泰財（みずかみ・たいざい）

★武蔵野美術大学出版局★

2021 年
2 月上旬発売！

水上泰財 著 新刊委託
（締切後、注文扱い品）

価格
2,300円＋税ISBN978-4-86463-117-4　C0070　￥2300Ｅ

ずっと人間描かれ

2021年2月1日 取次 搬入予定

TEL 0422-23-0810　東京・吉祥寺東町3-3-7　〒180-8566

お　申　込　先

FAX 案内不要の際はたいへんお手数ですが、その旨ご一報ください。
リスト削除にお時間がかかることがございます。
なにとぞご容赦くださいますようよろしくお願いします。

172021 1 日 楽天BSN

武蔵野美術大学出版局 販売条件 番線印 申込数

ご担当者様 冊

ずっと人間描かれ
「ずっと人間描かれ」。
今も耳に残る亡き母の言葉を胸に、
浮き世の人間模様を描き続ける画家が振り返る、
どこか懐かしい家族の風景。

1962年、富山県生まれ。本学造形学
部油絵学科教授。87年、本学大学院
造形研究科油絵コース修了。88年か
らほぼ毎年個展を中心に作品を発表。
主に社会で起こるさまざまな事象か
ら発想を得、自然と人間、社会と個人、
風習や流行、それらに時には翻弄さ
れ、時には反抗する同時代を生きる
人々の姿を作品にしたものが多い。
92年「日伯現代美術展」最優秀賞は
じめ受賞多数。

にんげん  か

 ̶土方明司（平塚市美術館館長代理）帯文より
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